
安
心
安
全
な

生
活
環
境
の
整
備

(

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策)

ア
ス
ベ
ス
ト
は
『
キ

ラ
ー
ダ
ス
ト
』
と
も
言

わ
れ
る
極
め
て
強
力
な

発
が
ん
物
質
で
、
国
が

全
面
禁
止
し
た
平
成
１

８
年
以
前
の
建
築
物
の

解
体
が
２
０
２
０
年
か

ら
４
０
年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、

被
害
防
止
は
国
民
的
課

題
で
す
。
春
日
市
の
小

中
学
校
を
含
む
１
１
２

の
公
共
施
設
中
３
分
の

２
以
上
が
調
査
を
し
た

上
で
対
処
を
必
要
と
し
ま
す
。

問

大
規
模
改
修
や
解

体
時
の
事
前
調
査
、
工

事
中
の
児
童
生
徒
や
教
職
員
、

近
隣
住
民
へ
の
安
全
対
策
は
。

答

平
成
１
７
・
２
０
年
度

に
小
中
学
校
を
含
む
公
共

施
設
の
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ

ス
ト
使
用
の
有
無
を
調
査

し
除
去
処
理
が
完
了
。
施

設
の
改
修
解
体
工
事
は
国

の
除
去
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿

い
適
切
に
処
理
し
て
い
る
。

問

市
内
各
所
の
住
宅
建
て
替

え
の
た
め
の
解
体
時
、
防
じ

ん
マ
ス
ク
や
近
隣
へ
の
説
明

な
ど
な
い
の
が
現
状
。
ア
ス

ベ
ス
ト
に
つ
い
て
市
民
に
正

し
い
知
識
周
知
の
広
報
は
。

答
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
県
の

相
談
窓
口
を
紹
介
。
県
か
ら

の
周
知
の
依
頼

等
に
よ
り
適
宜

市
民
へ
の
広
報

等
に
取
り
組
む
。

＊
市
民
の
健
康

被
害
防
止
に
対

す
る
、
よ
り
積

極
的
な
姿
勢
が

求
め

ら
れ

ま
す
。

生
理
の
貧
困
等

へ
の
対
策
は

令
和
３
年
版
・
男
女

共
同
参
画
白
書
に
よ
る

と
、
令
和
２
年
４
月
の

就
業
者
数
は
、
そ
の
前

月
と
比
べ
男
性
３
３
万

人
、
女
性
７
０
万
人
減

少
と
女
性
の
失
業
者
が

特
に
多
く
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
完
全
失
業
率
も
増
加
。

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
貧
困
問

題
が
深
刻
化
し
、
必
要
な
生

理
用
品
を
十
分
に
入
手
で
き

な
い
「
生
理
の
貧
困
」
が
顕

在
化
。
個
人
差
も
あ
り
寝
込

む
ほ
ど
の
痛
み
や
倦
怠
感
で

学
校
や
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を

得
な
い
事
も
あ
り
、
収
入
減

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
の
２
０
１
９
年

の
調
査
で
は
、
生
理
の
随
伴

症
状
で
の
欠
勤
、
労
働
量
や

質
の
低
下
等
労
働
損
失
は
年

間
４
９
１
１
億
円
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

問

①
小
中
学
校
の
保
健
室
、

ト
イ
レ
へ
の
ナ
プ
キ
ン
の
配

備
は
②
市
内
公
共
施
設
へ
の

(第２７号） 子どもと高齢者が安心して暮らせる春日市に ２０２２年１・２月

春日民報
NO.２７
日本共産党
春日市議

下白水北5-18

☎574-2076

《
吉
居
の
一
般
質
問
》

59号 春日市教育委員会委員の任命

60号 国民健康保険条例の一部改正

61号重度障害者医療費の支給に関す

る条例一部改正

62号 一般会計補正予算(第12号)

63‣64‣65号 国保・後期高齢・介護

補正予算について

66号 下水道事業会計補正予算(第2

号)(追加議案)67号補正予算(第13号)・

12月17日提出＊子育て世帯臨時特別

給付金5万円の追加支給・10万円一

括支給（詳細はウラへ）

12月議会で審査された主な議案

こ
ん
に
ち
は

ア
ス
ベ
ス
ト
情
報
・
市
民
に
周
知
を
！

少
量
で
も
重
篤
な
健
康
被
害

就学援助の申請はお早めに！
①平成17年1月2日以降生まれの子どもの数

②認定基準額（市民税所得割額世帯合計）

③認定基準額世帯年収の目安

① ② ③

1～2人 8万400円 370万円 ＊コロナで収入

3人 10万1,700円 415万円 減の方もご相

4人 12万3,000円 460万円 談下さい。

5人 14万4,300円 505万円 (４F 教育委員会)



配
備
は
。
③
災
害
備
蓄
品
の

生
理
用
品
数
と
更
新
頻
度
は
。

答

教
育
委
員
会
・
生
理
用

品
は
保
健
室
に
配
備
。
小
中

学
校
の
ト
イ
レ
に
常
備
す
る

と
、
自
分
で
用
意
す
る
習
慣

が
身
に
つ
き
に
く
く
社
会
生

活
に
お
い
て
困
る
こ
と
に
な

る
。
教
育
の
場
で
あ
る
学
校

で
自
分
で
用
意
す
る
事
を
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ト
イ

レ
へ
の
配
備
の
考
え
は
な
い
。

健
康
推
進
部
・
防
災
備
蓄

品(

ナ
プ
キ
ン)

の
更
新
は
５
年

毎
と
し
て
い
た
が
、
メ
ー
カ
ー

の
使
用
推
奨
期
限(

３
年)

を
ふ

ま
え
、
学
校
等
へ
の
配
布
等
、

活
用
方
法
を
検
討
す
る
。

市
民
部
・
公
共
施
設
へ
の
配

備
に
つ
い
て
は
、
他
団
体
の

様
子
を
見
な
が
ら
そ
の
必
要

性
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

（
受
付
期
間
）
令
和
４
年

３
月
１
６
日(

水)

ま
で

＊
対
象
は
、
児
童
手
当
受

給
者(

申
請
不
用)

と
平
成

１
５
年
４
月
２
日
～
１
８

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
。
扶
養
親
族
の
所

得
限
度
額
あ
り
。

詳
し
く
は

↓

申
請
書
は
市
役

所
子
ど
も
未
来

課
へ
（
提
出
は
郵
送
Ｏ
Ｋ
）

(第２７号） 子どもと高齢者が安心して暮らせる春日市に ２０２２年１・２月

無料法律・生活相談会のお知らせ
と き１月２６日(水)19時～20時半受付

２月２４日(木) 同上

＊原則第４水曜日、休日の場合翌日。

ところ 下白水北公民館・1階

・法律関係：伊黒弁護士(かすが法律事務所)

・行政・生活相談：吉居(春日市議)

＊秘密厳守、気軽にご相談ください。

連絡は、０９０８３９０６２２２

＊
世
界
の
国
々
は
も
と
よ
り
全

国
の
自
治
体
で
、
生
理
用
品
の

ト
イ
レ
へ
の
配
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
学
校
で
は
保
健
室
に
貰

い
に
行
く
の
に
気
が
引
け
、
落

ち
着
い
て
学
習
で
き
な
い
な
ど

不
利
益
を
被
る
女
子
が
い
な
い

状
況
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
生
理
用
品
を
各
ト

イ
レ
に
常
備
す
る
こ
と
は
、
清

潔
を
保
ち
不
妊
症
の
一
因
を
防

ぐ
意
味
で
は
少
子
化
対
策
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
子
育
て
支
援
に

も
な
り
ま
す
。
自
尊
感
情
や
自

己
肯
定
感
を
育
み
、
命
の
大
切

さ
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
人

権
意
識
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、

教
育
上
必
要
な
取
組
で
も
あ
り

ま
す
。
生
命
誕
生
に
関
わ
る
重

要
な
事
な
の
に
、
女
性
に
生
ま

れ
た
と
い
う
だ
け
で
、
幼
い
頃

か
ら
自
己
責
任
と
さ
れ
、
タ
ブ
ー

視
さ
れ
る
事
を
、
今
一
度
、
男

女
に
関
わ
ら
ず
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
共
産
党
・
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

子育て世帯・臨時特別給付金

ま
じ
ま
省
三
氏

＊
日
本
共
産
党
福
岡
県
委
員
会
が
発
表
し
ま
し
た

参
院
・
福
岡
選
挙
区
予
定
候
補
に

プロフィール

北九州在住58歳 元衆議院議員

2007年～2011年 福岡県議

2011年～県副委員長・書記長

2014年～衆議院議員１期：経済

産業委員会、科学技術イノベー

ション特別委員会所属

＊妻‣子の3人家族、趣味は旅行

＊日本共産党筑紫朝倉地区委員会の見解を紹介します

１２月議会に提出された意見書(案)
① 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取しないこと

等を求める意見書（吉居提出・全会一致で採択）

② 中華人民共和国による人権侵害問題に対して強い対

応を求める意見書 (川崎議員提出・全会一致で採択)

③ 核兵器禁止条約締約国会議へのオブザーバー参加を

求める意見書（藤井議員提出・全会一致で採択）


